
Ⅰ�．GIGAスクールと保健室のデジタルトランスフォー
メーション（DX）について

１．研究の背景
　Society 5.0は日本政府が考えるこれからの社会である。
Society 5.0では現実社会とバーチャル社会が融合し，人
中心の新しい世界として各人の幸福が実現されることが
目指されている1）。この実現のため国全体でデジタル化
の取り組みが進められており，教育分野においても小中
学校におけるGIGAスクール構想の実装とともに業務の
デジタル化が全国規模で進められた2）。
　この教育DXにより現代的な教育が可能となり，教育
活動の質の改善が進むことが期待されている。この教育
DXで扱われる情報の中には，心身の成長及び発達も目
標に含まれており，これらの健康にかかわる情報も有効

に管理・活用することが期待されている3）。
　この健康情報には多種多様な情報があり，実際に養護
教諭が学校の執務において取り扱う情報の種類及び量は
膨大である。例えば身体測定，内科検診，歯科検診，眼
科検診，聴力検査，心電図検査など，一人の児童生徒デー
タだけでも多くの種類が存在する。養護教諭はこれらの
データを管理し，児童生徒の身体や健康状態に関する統
計作成や，健康診断結果の通知や教育委員会への報告書
づくりなどの業務をこなす。
　こうした養護教諭の業務のデジタル化を進めることは，
学校という場における児童生徒の心身の健康の維持，促
進につながり，子供たちの育成に非常に重要な課題であ
る。なぜならこれら生活環境に起因する物理的，精神的
ストレスは健康状態に大きく影響する。例えば，過食傾
向を誘発したり，拒食による痩せにつながったりする。
そして，これらの心の健康問題は，体重増加速度やBMI
など成長記録や保健室来室回数などの数字として表れる
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ことが示唆されている4）。したがって，いわゆる「未病
状態」のうちに児童生徒の抱える問題を発見対処するこ
とが望ましい。これを実現する上で保健室の健康情報の
活用が重要なカギとなり，健康データを単に管理するの
ではなく様々な因子とともに分析することで子供たちの
異常を早期に発見できる可能性がある5）。この点に関し
てはCOCOLOプランの中でアプリを活用し「１人１台
端末を活用した心や体調の変化の早期発見を推進」する
方針が述べられている。実際に千葉大学子どものこころ
の発達教育研究センターでは，ICTを活用した子どもの
ストレスチェックや心の健康調査の手法も開発中であ
る6）。
　さらに業務のデジタル化の目的の中には，効率的な校
務処理とその結果生み出される教員のライフワークバラ
ンスの適正化によるQOLの向上がある。実際に統合型
校務システムの導入により校務が効率的に遂行できるよ
うになったことを実感している教職員が増えることが示
唆されている7）。養護教諭の業務を効率化することで時
間的にも心理的にも余裕が生まれ，児童生徒の支援に対
してより多くの時間を割くことが可能となる。また，各
種情報の分析や共有により，今まで以上に細部まで行き
届いた学習指導や生徒指導等の教育活動が実現できるな
ど，様々な恩恵を受けることができる。
　現時点での保健・健康情報のデジタル化の現状として，
令和５年３月の時点での学校における教育の情報化の実
態等に関する調査結果では，86.8％の学校が統合型校務
支援システムを導入済みであると回答している8）。しか
し，これらの取組みは地方自治体・教育委員会が主導す
る形でおこなわれており，全国的に統一されたものでは
ない9）。また，上述の文部科学省資料「１人１台端末を
活用した健康観察・教育相談システム一覧」には16種類
のシステムが紹介されており，学校現場で使用されてい
る健康情報に関するシステムは統一的ではなく様々な違
いがあることが推測される。

２．研究の目的
　健康情報の管理・分析システムは子供たちの成長・発
達の支援となることが強く示唆される。このため将来的
には，国全体でシステムを統一し，より多くの子どもか
ら健康データを収集することによって，大規模研究に活
かすとともに，健康情報と教務情報などの総合的解析に
より，子どもたちの心身の不調を早期発見・早期対応で
きるようなシステムの構築を目指したい。この基礎研究
として，まず学校で収集する健康情報の内容とそのデジ
タル化の現状について明らかにすることが本研究の目的
である。

Ⅱ．研究方法

１．調査対象
　Ａ県内の公立・国立学校の養護教諭1,309人に対し，
調査を依頼した。

２．調査方法
　Googleフォームによるアンケートを実施した。アン

ケートの実施依頼書を養護教諭1,309名に対し郵送し回
答を求めた。この結果，621名から回答を得た。

３．調査内容
　アンケート内容は以下のとおりである。
⑴　勤務校の属性　勤務校の校種または小中学校地区
⑵　健康診断票のデジタル化について
　①　健康診断票のデジタル化の状況
　②　導入の経緯
　③　健康診断票のデジタルシステムの名称
⑶　欠席報告・把握のデジタル化について
　①　欠席報告・把握のデジタル化の状況
　②　導入の経緯
　③　使用している欠席報告・把握のシステムの名称
⑷　健康観察のデジタル化について
　①　健康観察のデジタル化の状況
　②　導入の経緯
　③　使用している健康観察システムの名称

Ⅲ．結果と考察

１．回答者の属性
　回答者621人のうち小中学校勤務が84.6％，高校勤務
が11.1％，特別支援学校勤務が4.3％であった。

２．健康・保健情報管理のデジタル化の状況
　健康診断票，欠席報告・把握，健康観察，校務支援シ
ステムのデジタル化導入の状況について調査した（図１）。
　「健康診断票」の情報は，デジタル化している488名
（78.6％），デジタル化予定31名（5.0％），デジタル化し
ていない102名（16.4％）であった。「欠席報告・把握」
の情報は，デジタル化している463名（74.6％），デジタ
ル化予定30名（4.8％），デジタル化していない128名
（20.6％）であった。「健康観察」に関してはデジタル
化している42名（6.8％），デジタル化予定６名（0.7％），
デジタル化していない510名（82.1％），その他63名
（10.3％）であった。なお，その他の内容は，「口頭で
の確認のみで記録は行っていない」，「健康観察は行って
いない」であった。「校務システム」に関しては導入し
ていると回答したものが518名（83.4％），導入予定であ
る62名（10％），導入していない41名（6.6％）であった。
　この結果，「校務システム」に関しては文部科学省の
調査のとおりであることが示され，この調査の妥当性を
示唆する結果であった。また，「健康診断票」「欠席報告・
把握」に関しては予定も含めると約８割の学校がデジタ
ル化していることが示された。
　一方，「健康観察」に関しては予定も含め7.5％とほぼ
デジタル化されていないことが示された。健康観察は
日々の子供の状態を把握するものであり，子供の心身の
変化に鋭敏に反応することが期待される10）。さらに現在
はICTの活用に関しても進められており，その効果的な
活用方の検討も行われている11，12）。従って，「健康観察」
のデジタル化に関する取り組みが急務と考えられる。
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３．健康診断票について
⑴�　健康診断票のデジタル化の導入の経緯（図２）
　デジタル化がどのようにして行われたかについての回
答では，市町村（県）で統一464名（95.1％），学校独自
20名（4.1％），前任から引き継ぎ２名（0.4％）保健デー
タソフトを使用２名（0.4％）であった。したがって，
自治体（教育委員会，教育事務所）の主導で行われたこ
とが示された。しかし，約５％と少数であるが独自に行っ
ている学校も存在した。

⑵　使用している健康診断票のシステム（図３）
　使用しているシステムの種類に関しては446名（91.4％）
が校務支援システムと回答した。したがって多くの学校
で校務システムがデジタル化されていることを示すとと
もに，ほとんどの健康診断票のシステムは校務支援シス
テムに統合されていることが示された。
　一方，校務システムだけでも14種類以上あることが示
され，また業者が不明のものなど独自に開発された可能
性があるシステムが存在を示唆する結果が得られた。こ
のことに関してはこの後，現地を調査するなどして現状
をさらに詳細に分析する必要があると考えられる。また
35人からは学校保健管理システムとして導入されている
との回答があった。これも健康診断票管理システムが校

務システムに統合されていない，または校務システムが
導入されていないなどが考えられた。また「その他」の
内容は，「診るルン」，「Meta」，「つるやの部屋」であった。
　このように健康診断票の管理システムには多様性があ
り，どのような情報をどのように管理しているかなどに
関しては，今後さらに現地調査が必要である。

４．欠席報告・把握について
⑴　欠席報告・把握のデジタル化の状況（図４）
　学校の欠席報告・把握をデジタル化していると回答し
たものは463名（74.6％），デジタル化予定30名（4.8％）
であり，アナログのみと回答したものは128名（20.6％）
であった。

図１　健康・保健情報管理のデジタル化の状況（ｎ＝621）

図２　健康診断票のデジタル化の導入の経緯
（ｎ＝488）

図３　使用している健康診断票のシステムの名称
（ｎ＝488）

446
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⑵　欠席報告・把握のデジタル化の導入の経緯（図５）
　欠席報告・把握をデジタル化していると回答のあった
463名から，どのようにデジタルシステムを導入したか
について調べたところ，市町村（県）で統一，221名

（47.7％），学校独自，226名（47.7％），その他，７名（1.5％），
不明，９名（1.9％）であった。その他の内容は，「前任
者から引き継いでいる」，「市で統一とまではいかないが，
使用している学校は多数」，「市でシステムを導入し，活
用は学校に委ねられている」，「ホームページの中に入っ
ているものを使用」「市内で統一している保護者との連
絡アプリの中の機能を使用している」等であった。
　このように欠席報告・把握システムでは学校独自のも
のが半数を占めていることが示された。このためこのシ
ステムにはさらに多くのバリエーションが存在すること
が考えられる。

⑶　使用している欠席報告・把握システム（図６）
　使用しているシステムは大きく分けて「既存の連絡用
システム及びアプリ」，「保健管理システム」，「校務支援
システム」，「学校独自のシステム」，「その他」という回
答であった。「その他」の内容は，「学校連絡メール」，「欠
席連絡フォーム」，「欠席連絡システム」，「欠席者入力シ
ステム」，「まちっこ」，「ロイロノート」，「あんしんメー
ル」，「outlook」，「マイクロソフトパワーオートメート」，

「ヤフーメール」，「LEBER」，「ポータルサイト」，「印
西市教育センター」等であった。
　ここから非常に多くのシステムが混在する状況が明ら
かとなった。

５．健康観察について
⑴　健康観察のデジタル化の状況（図７）
　本調査では健康観察情報の管理に関しデジタル化して
いると回答したものは42名（6.8％）であり，デジタル
化予定，６名（1.0％）を加えても10％には届いていない。
一方アナログ（紙）での健康観察，510名（82.1％），また，
口頭での確認のみで記録は行っていない，35名（5.6％）
であった。さらに健康観察は行っていない，28名（4.5％）
という回答もあった。
　つまり，本調査を行った地域においては健康観察情報
管理のデジタル化はほとんど進んでいなかった。

図５�　欠席報告・把握のデジタル化の
導入の経緯（ｎ＝463）

図６�　使用している欠席報告・把握システムの名称
（ｎ＝482）
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⑵　健康観察のデジタル化の導入の経緯（図８）
　デジタル化していると回答のあった42名に対し，デジ
タル化の経緯について調べたところ市町村（県）で統一
が33名（78.6％）であり，学校独自９名（21.4％）であっ
た。すなわち限られた地域であるが行政単位でデジタル
化に取り組んでいることが示された。

⑶　使用している健康観察システム（図９）
　使用している健康観察システムとして31名（73.8％）
は「校務支援システム」と回答した。したがって一部の
校務支援システムには「健康観察」の機能が搭載されて
いることがわかった。また「既存の連絡システムやアプ
リ」を活用して実施している学校もあり，まだ導入して
いない学校においても健康観察システムのデジタル化が
実施可能であることが示唆された。ここでも学校独自の
システムが存在しており，本間ら（2024）の取り組みの
ように独自の開発が各所で行われており，それが使われ
ている実態も垣間見られる9）。

Ⅳ．ま と め

　本調査の結果，健康診断票，欠席報告・把握に関して
はデジタル化が進んでいることが示された。一方，健康
観察に関してはほとんどデジタル化されていないことも
明らかになった。さらに，デジタル化のシステムは教育
行政区ごとに異なっており，統一された取り組みではな
いことも，明確になった。
　今後これら現時点ですでに各学校に導入され使用され
ているシステム間にどのような多様性が存在するかにつ
いて詳細な調査が必要である。
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